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第１７回 第１分科会会議録（概要）
場  所 子育て支援施設 ゆったり

ーの 

記録者 【学生補助員】 

田多井さやか 古谷聡子 

日  時 平成 18 年 2 月 16（木）  

午後 6時 30 分～午後 8時 30 分 

責任者 区事務局（菊地、並木） 

会議出席者：24 名 

（学識委員：2名 区民委員：17 名 区職員：5名 ） 

■配布資料 

① 第 17 回次第 

② 第 16 回会議録 

③ レポート 

④ 第１分科会 意見・提案カード（中間発表会当日使用） 

⑤ 中間発表会の各分科会テーマ抽出表 

⑥ 今後の方針 意見・提案カード 

■進行内容 

１．本日の進め方について 

２．中間発表会の役割分担について 

３．リハーサル 

４．その他（事務局） 

■会議内容 

【発言者】●：区民委員、◎：学識委員、○：区職員 

１．本日の進め方について 

●（司会 高山） 

 それでは、開始時間が過ぎましたので、始めたいと思います。本日は中間発表会へ向

けてのリハーサルをいたします。1時間程度の時間をとりまして、2回程度の練習ができ

ればと思っております。その前に、当日の役割を決めたいと思います。次に、リハーサ

ルについて学識委員からコメントをいただきます。最後に事務局からの事務連絡という

流れで進めていきたいと思います。 

 まず、配布資料の説明をします。①今回の次第と②前回の会議録です。③レポートは、

前回のレポート(案)で各委員からご指摘をいただいた部分を修正して作成しました。次

に、④意見・提案カードは、中間発表会第 1 部の第 1 分科会の発表に対して、会場の皆

様から何か意見があれば書いていただく際に使うものです。次に、⑤第 2分科会から第 6

分科会までの検討テーマをまとめたものが表になっております。これを参考に、第 1 分

科会と同じテーマを扱っている分科会を確認して、意見調整などに役立てていただけた

らと思います。午後の第 2 部区民交流会で、各分科会のブースで話を聞いたり、意見・

提案をしたりする際に利用していただけたらと考えています。最後に⑥意見・提案カー
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ドがあります。こちらは中間発表会以後の分科会の運営について、第 1 分科会はどのよ

うに議論を進めていくべきかについて、意見がありましたら書いていただきたいと思い

ます。グループの編成や抜けている検討課題についてプロジェクトチームをつくった方

がいいのではないかなどのご意見があれば、こちらも 2月 19 日にまでに事務局かリーダ

ー・サブリーダーに提出していただければと思います。 

次に、中間発表会ワーキンググループ(以下、ＷＧと表記)の委員に連絡ですが、当日

は会場に 9 時に集合となっておりますので、よろしくお願いします。第 1 分科会では、

森田・山田・工藤委員と高山がＷＧメンバーです。 

 それでは、始めに当日の担当を決めたいと思います。まず、受付担当者をひとり選出

します。第１分科会のメンバーの出欠の確認をする役割です。受付の委員は 9時 20 分か

ら発表の始まる 10 時までお願いしたいと思います。どなたかやってくださる方がいまし

たら、ここで、挙手してください。 

 次に、発表は各グループの代表役を務めていただいた三人の委員に交代して原稿を読

んでいただくことになります。まず、「親への支援」グループの田谷委員に、次に「乳幼

児・小学生」グループの小原委員に、最後に「中学生・高校生・青少年」グループの山

田委員に発表していただいて、全体で 20 分の発表にしていきたいと思います。 

 では、担当決めに移っていきたいと思います。当日の受付を引き受けていただける委

員はいらっしゃいますか。（小津委員が挙手）では、小津委員、よろしくお願いします。

9時 20 分までに会場へいらしてください。 

 発表については、先ほど説明した三名の委員に発表していただまきす。 

 その後、第 2 部の区民交流会の会場設営をする担当の委員を若干名お願いしたいので

すが。 

○（菊地） 

第 1部の発表会が 12 時 30 分までで、午後の交流会が 13 時 30 分から始まりますので、

30分くらいで昼食をとっていただき、13時くらいからお手伝いいただきたいと思います。 

●（司会 高山） 

準備と言いましても、机 2～3本と椅子、ホワイトボードを並べる程度です。私もお手

伝いしますので、他に 2、3 人ほどお願いしたいのですが、どうでしょうか。（森田・長

谷川・沖委員が挙手）では、よろしくお願いします。 

設営が終わりましたら、1 時 30 分から他の分科会や区民会議に参加していない区民の

方との意見交換会が始まるのですが、基本的には 1 時間になっています。しかし、第１

分科会としては、意見のある方が来て下さる限りは、続けたいと思います。第 1 分科会

のブースに全員で詰めているわけにも行きませんので、30 分交代くらいで、何人かは、

ブースに来られた方の対応をする担当者を決めておきたいと思います。1 時 30 分から 2

時まで、2 時から 2 時 30 分まで、2 時 30 分から 3 時までの 3 グループを 2～3 人ずつで

お願いしたいと思います。（以下を参照） 
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１時 30 分～2時：森田・柏木・高山 

2 時～2時 30 分：宇野・野原・工藤 

2 時 30 分～3時：沖・柳原 

 逆に、こちらから他分科会ブースに情報を仕入れに行く担当も決めておきたいと思い

ます。配布資料⑤の中間発表会の各分科会テーマ抽出表を見ていただければお分かりに

なるかと思いますが、他分科会においても第１分科会と共通した議論がなされています。

各分科会ブースに赴いて、詳しく内容を聞いてきていただきたいと思います。第 3 分科

会のまちづくり、第 6 分科会の多文化共生・地域安全・協働参画・コミュニティ・自治

制度などと、私どもが扱っております子育・教育の部分がリンクすると思いますので、

どんな形で討議が進んでいるのか、どういう議論がなされているのかについて勉強させ

ていただかないといけないと思っています。具体的にどこの分科会に、誰が行くのかを

決めてよろしいでしょうか。また、意見交換の内容を報告カードという形で簡単にまと

めていただければと思います。箇条書きでも結構です。希望等があれば、挙手をお願い

します。言葉は悪いですが、他分科会に攻めに行くという形で、積極的に意見交換をし

てきていただきたいと思います。私、高山は地域安全というテーマに共通点があります

ので、第 6分科会に行かせていただきたいと思います。他の委員はいかがでしょうか。（以

下参照） 

 第 2 分科会：工藤・小原 

 第 3 分科会：宇野・小津 

 第 4 分科会：森田・小原・野原 

 第 5 分科会：希望なし 

 第 6 分科会：高山・柏木 

 現段階では分科会間の意見調整というものがなされていない状態なので、この交流会

の場を利用して、お互いの意見のバックアップをとっていただけたらと思っております。

最終的には全分科会の意見をまとめる提言をつくるということですから、同じテーマを

扱っているのに意見が異なっていては困りますので、その辺を調整する意味でも重要に

なると思います。先ほど言いましたように時間もたっぷりありますから、複数の分科会

に行っていただいて構いません。簡単な報告カードをつくっていただいて、皆さんの意

見と合わせて、中間発表会以後の討議の参考にしたいと思います。第 5 分科会を始め、

他分科会のブース見学に関しては、当日までに決めていただいても構いません。 

 最後に、配布資料④第１分科会 意見・提案カードと配布資料⑥今後の方針 意見・

提案カードについて説明いたします。④は、先ほど申した報告カードのことで、区民交

流会で他の分科会委員等に書いていただくカードです。対応した第１分科会の委員は、

回答内容欄に簡単に内容を記入して下さい。⑥については、第１分科会が中間発表会以

後、どういう形で議論を進めていくのかについて、提案があれば書いていただきたいと

思います。現状は３つのグループで討議していますが、もっと細かく分けた方が良いと
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か、障害のある子どもや中学生への支援など、議論が抜けている点があれば書いて、2

月 19 日までに提出していただきたいと思います。ご協力お願いします。 

 それでは 7時になりました。リハーサルを始めたいと思います。発表時間は 20 分です。 

◎（杉山） 

 当日、質疑応答はないのですか。 

●（司会 高山） 

 中間発表の時点ではありません。意見・提案カードを出してもらうか、第 2 部の区民

交流会で私たちと意見交換をする形で整理します。 

 それではリハーサルに入りたいと思います。 

 

３．リハーサル 

＜発表練習 １回目＞ 

 

＜講評＞ 

◎：（杉山） 

 まず、田谷委員の発表のところで「グループに分けて発表します。」というところなの

ですが、どのようにグループを分け、それがレポートのどこに対応しているのかという

概要を説明しないと、聞いている人たちは「何がどれにあたるの？」となってしまい、

分かりにくいと思います。つまり、「親への支援」グループで話し合ったことは「親への

支援」として、「乳幼児・小学生」グループで話し合ったことは「子育てを核とした地域

再生」になるというような補足説明をするということです。 

 内容については、「親への支援」グループの発表で「いまどきの親は・・・が、最初の

一歩だったかもしれません」のところで、私たち、第１分科会のメンバーは分かるので

すが、他の人たちには分からないと思います。「いまどきの親はどうして、こんなことが

できないの」と、そこまで言ったほうが良いのではないかと思いました。これでは分か

りづらいかなと思います。言うならば、「1回、丸ごと悩みを受けとめる。」のような表現

を入れても良いかなと思います。そこから、本題に入ると分かりやすいと思いました。 

 次に気になったのは、小原委員の発表の中で各提案を発表し、最後にまとめのような

ものが出てくると思っていたのですが、出てきませんでした。どの提案がどの目標に対

応するのか分からないという印象を受けました。例えば、「スクールサポートづくりを提

案します。」と言ったら、それが最後の「この分科会は何を目標にします。」というとこ

ろに対応していないといけません。レポートとしてはこれで良いので、パワーポイント

には最後に提案事項として「乳幼児・小学生グループ」ならこんな提案ですと、まとめ

たほうが良いと思います。 

●：（司会 高山） 

 提案事項を全部まとめる形にするということですか。 
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◎：（杉山） 

 そうですね。1 枚にまとめて、「結局、言いたかったことはこれだよ。」ということを整

理すると分かりやすいですね。以上です。 

●：（司会 高山） 

 ありがとうございました。それでは、調整をして、また発表練習を行いたいと思います。

 

＜内容調整＞ 

 

＜発表練習 2 回目＞ 

 

＜講評＞ 

◎：（汐見） 

 今日のレポートを拝見すると、前回の内容から良くここまでまとめていただいたと、驚

きと敬意の思いでいっぱいです。 

 発表にあたって、第 1 分科会のメンバーはひとつひとつの内容について、直ぐにイメー

ジがわくと思うのですが、他の分科会委員等は短い発表時間の中で多くの内容を聞くと、

印象が薄くなる可能性があります。例えば、分科会の目玉、強調すること、重点施策とい

うようなものを出します。まず、1 枚目に第 1 分科会の目玉を並べていき、その後に、こ

ういう現状があって、課題はこうなのですよと説明をします。最後にこういうような提案

をしていきますと書くと、聞く側は印象に残ります。「こういうことを是非やりたいです

よ。」ということを明記するだけで、それらの目玉が立体化します。こうしたことは、中間

発表会の時点では無理でしょうし、まだまだ議論も必要だと思います。やはり、多くのこ

とを言うと、印象は薄くなります。 

●：（司会 高山） 

 例えば、最後のスライド画面で、発表したことを箇条書きのようにして見せるというこ

とでしょうか。 

◎：（汐見） 

 本来なら、「これらをひとつにまとめると、こうした図になります。目玉はこうなのです。」

といったものがあると分かりやすいと思います。 

●：（司会 高山） 

 どうもありがとうございました。発表時間の制約もありますので、可能な範囲で修正し

ていこうと思います。 

外に、委員の方から感想はありますか。 

 それでは、ただいまのリハーサルの所要時間を確認したいと思います。 

○：小倉 

 トータルで 2 回目は 19 分 8 秒です。内訳として、田谷委員が 7 分 50 秒、小原委員が 6
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分 10 秒、山田委員が 5分 8秒でした。口調があまり早いと手話通訳も入るので、対応でき

なくなる恐れがあります。 

●：（司会 高山） 

 山田委員は、タイムキーパーの最後の１鈴を聞いてから、発表の調整をしてください。

○：小倉 

参考として、１回目のリハーサルでは全体で、20 分ちょうどでした。内訳は、田谷委員

が 7分、小原委員が 7分 30 秒、山田委員は 5分 30 秒でした。 

●：（山田） 

 最後のあたりのパワーポイントの画面は、もう少し説明を付け足したほうが良いと感じ

ています。できたら、多くの人に子育て・教育・青少年の分野では、このような課題があ

り、今まで何ができていて、何ができなかったのかという視点で、説明をできたら良いと

思いました。また、参画・協働のための人づくりのために必要なものとして、4 つのネッ

トワークづくりを挙げています。今まで具体的にさまざまな手段が出てきたのですが、こ

ういったことが「○○づくり」というところに分散してまとめてあるので、そこをひとつ

ひとつ読み上げていこうと思います。さまざまな世代に対する提案がありますが、参画・

協働のための人づくりのために必要なものとして、「○○づくり」を 5つに分類して、同じ

発想で取り組んでいくことによって、具体的に挙げた例示が実現できるのではないかとい

うようにまとめられたら良いと思っています。しかし、時間が制限されているので、もう

少し発表時間をいただければと思いました。 

●：（秋田） 

 私の印象からすると、小原委員の発表がパワーポイント１枚に対して、発表の文章が長

いと思います。山田委員も同様です。学識の汐見委員が指摘された内容も入れると、パワ

ーポイントの枚数で、発表文書のボリュームをある程度合わせたほうが良いと思います。

●：（司会 高山） 

 他に意見は、ありませんか。 

 ないようでしたら、時間になりましたので、事務局からの連絡事項をお願いしたいと思

います。 

 

４．その他（事務局） 

○：（並木） 

 次回の日程です。（下記を参照） 

○：（菊地） 

 中間発表会ですが、牛込箪笥区民センターの周辺には、あまり飲食店がありません。特

に、いろいろな担当に従事をされる委員は、事前に食べ物を買っておいたほうが良いと思

います。飲食のできる場所を箪笥地域センターに確保をしましたが、区民委員だけでも 200

名前後はいらっしゃると思うので、念頭においていただければと思います。 
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●：（司会 高山） 

 また、中間発表会の日は、以前に事務局から配られた委員証を持参していただきます。

カードフォルダーのようなものに入れて、首から提げていただきますので、忘れないよう

にしてください。もし紛失された場合は、この後、事務局に申し出てください。 

 それでは当日、よろしくお願いいたします。 

 

第１８回 

日時：平成 18 年 3 月 1日（木） 

午後 1時 30 分から午後 3時 30 分 予定 （昼間） 

場所：新宿区役所 第一分庁舎 7 階 研修室 

 

 

 
 


